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地方創生を指向した LINE BOT を用いた文字起こし業務 
効率化の試み 
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概要：地方における事務作業等を IT 技術で支援することを目的に，既存の文字認識アプリ「文字起こしばりぐっど

くん」の派生開発として「切り取って文字起こしばりぐっどくん」を制作した．本アプリは，コミュニケーションア

プリ「LINE」上の BOT として稼働している．これに画像を送信すると，その画像内の全ての文字を認識してテキス

トとして返信する．また，送信前に任意の領域を線で囲むことで，領域内の文字のみを認識させることができる．ユ

ーザーは，特定のメッセージを送ることで切り取る線の色を変更することが可能である． 
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1. はじめに   

近年の高齢化社会における地方では，様々な業務につい

て人手不足が懸念されている．このうち，文字を手打ちで

テキストに起こすような単純な事務作業については，現在

の OCR 技術であれば容易に任せることができるため，機

械が人間に取って代わるべきである．しかしながら、非技

術者にとっては導入が難しい，もしくは技術の存在が知ら

れておらず，有効活用されていないのが現状である．そこ

で，OCR 技術をより簡単に，また，より多くの人に利用さ

せるべく開発されたのが，アプリ「文字起こしばりぐっど

くん」 [1] である．本アプリは，利用者 8900 万人を越え

るコミュニケーションアプリ「LINE」 [2] 上のチャットボ

ットとして稼働しており，多くの人が簡単に使用できると

いう要件を十分に満たしている．友だち登録を行い，チャ

ットボット宛てに画像を送信することで，本アプリは画像

内の文字を認識し，テキストデータとして返信する．本稿

執筆時点で友だち登録者数は 21 万人となっており，その

高い需要がうかがえる． 
今回の制作物は，「文字起こしばりぐっどくん」のユーザ

ビリティをさらに高めるべく機能を追加したアプリ「切り

取って文字起こしばりぐっどくん」である． 
従来のアプリは性質上，使用者の意図していない部分ま

で認識してしまうことがあった．例えば，書類をテキスト

化する際に，隣に置いていたキーボードまで検知して余計

にアルファベットをテキスト化してしまうといった事が起
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こりうる（図 1）． 

図 1 文字起こしばりぐっどくんチャット画面 
 
今回は，このような問題を解決すべく，範囲選択機能を追

加した． 
「切り取って文字起こしばりぐっどくん」宛てに画像を

送信する際，送信の直前に任意の領域を線で囲むことで，

線に囲まれた閉領域内のみがテキスト化される（図 2）．こ

のときユーザーは，線の描画には「LINE」アプリに備え付

けの落書き機能を使用することとする．落書き機能で用い

られる線の色は決まっているため，この RGB 値を事前に 
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図 2 切り取って文字起こしばりぐっどくんチャット画面 
 

記録しておき，2 値化処理に利用することで誤りのない

トリミングを実現する． 
この方法では，元来のトリミング機能とは異なり，長方

形以外の領域，また，複数の領域に対応できるのも利点で

ある． 
以上の機能によって，より一層文字起こし業務が効率化

され，また，より多くの人に利用されることを目指す． 
 

2. 開発概要 

開発には以下の環境，サービスを用いた． 
 
 LINE 公式アカウント [3] 
 Google App Engine [4] 
 Cloud Vision API [5] 
 Canvas API [6] 

 
2.1 アーキテクチャ 

アプリのアーキテクチャを図 3 に示す. 
 
 
 

図 3 アプリのアーキテクチャ 

① 公式アカウント「切り取って文字起こしばりぐっどく

ん」宛てにユーザーが画像を送信すると，そのユーザ

ー情報が GAE に送信される．画像送信の直前に加工

画面が現れるため，ここでユーザーは切り取りたい部

分を特定の色の線で囲む．画像データは LINE 社サー

バーに送信される． 
② GAE から LINE 社サーバーに画像データを要求する．

①で得られたユーザー情報から参照している． 
③ LINE 社サーバーから GAE に画像データが送信され

る． 
④ ユーザーが線を描画している場合は画像の切り取り

処理を行う．あらかじめ記録しておいた RGB 値によ

って 2 値化を行い，線の外側を除去することでトリミ

ングを実現する． 
⑤ 切り取った画像を Cloud Vision API（画像認識 AI）に

送信する． 
⑥ 画像認識によって文字起こしされたテキストデータ

が GAE に返される． 
⑦ 得られたテキストデータを，公式アカウントのメッセ

ージとして LINE 上に返信する． 
 

2.2 画像の切り取り処理 
 前節の④における切り取り処理について，図 4 に示す． 
 

図 4 切り取り処理の概要 
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① 特定の RGB 値付近をしきい値として，2 値化する． 
② 線の外側をバケツ塗りつぶし（Flood Fill）する． 
③ 塗りつぶされた領域を，元画像から除去する． 

 
2.3 あいさつメッセージ 

本制作物は，非技術者であっても容易に利用できること

を目標としているため，より使いやすくなるようにシステ

ム面以外でも工夫を行った．具体的には，「友だち追加」時

に定型文を送信することができる「あいさつメッセージ」

機能を用いた． 
あいさつメッセージには， 

 
 チャットボットの使い方を簡単に説明するテキスト

メッセージ 
 チャットボットを実際に使っている様子を写真でよ

り詳しく説明するカードタイプメッセージ 
 

の 2 点を設定した（図 5）． 

図 5 あいさつメッセージ 
 
2.4 色の切り替え 
当初，本アプリは特定の RGB 値の「赤」でのみトリミング

することを想定していたが，稀に撮影した写真自体に RGB
値の近い「赤」が含まれていた場合，誤作動を起こすこと

があった．そこで，ユーザーからのメッセージに応じてト

リミングを行う色を変更できることとした．図 6 は，切り

取る色を「青」に変更して，実際にトリミングされている

様子である． 
 

3. まとめ 

本制作では，文字起こし業務を効率化すべく，また，多 

図 6 切り取る線の色変更 
 
くの人に利用させるべく，既存のアプリについて派生開発

を行った．画像の必要な領域のみを選択する機能を実現す

ることができ，かつ，非技術者であっても感覚的に分かり

やすい手法を取ることができた． 
今回，技術的に難しいことはしていないが，非技術者の

方々に対して，このように技術を利用するための導線を引

くことができた，というのが大きな収穫だと思っている．

実際に，「文字起こしばりぐっどくん」は市役所の業務で利

用され，役に立ったとの声を聞くことができている．また，

チャットボットに対して感謝を述べたというユーザーもお

り，ローカルメディアのキャラクター「ばりぐっどくん」

を採用したことも功を奏したと言えるだろう．今後は，本

アプリの利点を保ちながらも新しい要素を加えていくこと

でユーザビリティを高めていく．ひいては文字起こし業務

以外の分野についても展開が期待される． 
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